
開 催 日 時

自治協議会名

司会者 　森岡昭二 報告者 　福田香織

参 加 人 数 71

　伊賀市議会議長　様

・硬質プラスチックは家庭ごみとして出やすいにも拘らず、収集日が２ヶ月に１回なので非常に

　　　　　平成２７年度議会報告会６班

出 席 議 員
記録者 　福田香織

【主な意見・提言等】

報　　告　　書
　平成２７年１０月１４日（水）　１９時３０分 ～ ２１時１０分

　森岡昭二、福田香織、中井洸一、北出忠良

開 催 場 所 　柘植地区市民センター

・少子化により当地域内の２保育園が１つに統合されるが、情勢に合わせた対応だけでなく、子

　統合を進めるのではなく、ニーズや実情にあった最適化となるよう再検討してほしい。

　がある。もう少しその重要性を認識して人権政策や人権教育に取り組んでほしい。

・当地域は市の東端に位置し、若者が減少し高齢者が増加している。中心市街地はもちろん重要

　であるが、その他の地域の活性化にも取り組まなければ市全体の発展は成し得ないと思う。

班長　　森岡　昭二

　行うことは観光政策や地域の活性化につながるのではないか。

・公共施設の最適化により支所等の機能が「ふるさと会館いが」に集約されると聞いているが、

　不便である。月１回の収集となるよう改善してほしい。

　育て世代に移住してもらえるような前向きな施策を考えてほしい。

・ＪＲ柘植駅は市の東の玄関口で交通の拠点でもある。利用促進やトイレ改修などの環境整備を

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

・現在、企業誘致の取り組み状況はどのようになっているのか。若者が働きやすい環境を整えて

　ほしい。

平成２７年１１月１７日

　柘植地域まちづくり協議会

・委員会や政務活動費による行政視察の成果を議会活動の中でどのように活かしているのか。

名

・人権政策はあらゆる施策の基礎になるものだが、市の取り組みの中であまり見えてこない部分

　ホール等を改修するのは非経済的であり、地域住民の文化活動の場が失われる。机上の整理・


